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か

わ

ち

の

社

労

士

事

務

所

は

、

お

陰

様

で

創

立

５

周

年

を

迎

え

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 

そ

し

て

、

「「「「

か

わ

ち

の

タ

イ

ム

ス

か

わ

ち

の

タ

イ

ム

ス

か

わ

ち

の

タ

イ

ム

ス

か

わ

ち

の

タ

イ

ム

ス

」」」」

（

本

紙

）

も

２

月

１

日

で

創

刊

５

周

年

と

な

り

ま

し

た

。 

本

紙

は

隔

月

（

偶

数

月

）

１

日

発

行

の

「

事

務

所

便

り

」

で

す

。 

 

                                                

                

   

開

業

か

ら

２

年

間

は

「

事

務

所

＝

自

宅

」

で

し

た

。 

ま

た

、

３

年

半

は

筆

者

だ

け

の

「

一

人

事

務

所

」

で

し

た

。 
こ

ん

な

小

さ

な

事

務

所

で

す

が

、

毎

回

発

行

日

を

守

っ

て

「「「「

か

わ

ち

か

わ

ち

か

わ

ち

か

わ

ち

の

タ

イ

ム

ス

の

タ

イ

ム

ス

の

タ

イ

ム

ス

の

タ

イ

ム

ス

」」」」

を

発

行

し

て

き

ま

し

た

。 

 

            

   

    

こ

の

小

さ

な

「

新

聞

」

を

当

事

務

所

と

お

客

様

、

連

携

す

る

他

士

業

の

先

生

な

ど

、

お

世

話

に

な

っ

て

い

る

方

々

を

つ

な

ぐ

「

血

管

」

と

し

た

い

。

毎

号

の

記

事

は

肺

か

ら

全

身

へ

と

酸

素

を

運

ぶ

「

ヘ

モ

グ

ロ

ビ

ン

」

（

仁

鶴

師

匠

の

ギ

ャ

グ

）

で

あ

り

た

い

。 

             

そ

ん

な

思

い

で

続

け

て

来

た

「「「「

か

わ

ち

の

タ

イ

ム

ス

か

わ

ち

の

タ

イ

ム

ス

か

わ

ち

の

タ

イ

ム

ス

か

わ

ち

の

タ

イ

ム

ス

」」」」

に

は

、

次

の

よ

う

な

特

徴

が

あ

り

ま

す

。 

【

１

面

】

タ

イ

ム

リ

ー

記

事

中

心

 

①

 

か

わ

ち

の

社

労

士

の

仕

事

ぶ

り

、

仕

事

へ

の

思

い

、

お

客

様

と

の

出

会

い

を

伝

え

る 

③

 

法

改

正

や

行

政

の

動

き

、

地

元

の

情

報

な

ど

を

伝

え

る 

③

 

建

設

・

介

護

・

保

育

な

ど

業

種

ご

と

の

情

報

を

伝

え

る 

【

２

面

】

連

載

記

事

中

心

 

①

 

「

年

金

よ

ろ

ず

相

談

」

な

ど

、

個

人

の

相

談

に

も

応

え

る

。

「

働

き

方

改

革

×

中

小

企

業

」

連

載

開

始 

             

             

②

 

「

だ

か

ら

映

画

は

お

も

し

ろ

い

」

ち

ょ

っ

ぴ

り

文

化

論

的

に

映

画

を

紹

介 

③

 

「

編

集

後

記

」

ト

ピ

ッ

ク

ス

＆

ミ

ニ

コ

ラ

ム 

今

回

、

初

の

４

ペ

ー

ジ

立

て

に

挑

み

、

「

生

業

い

ろ

は

か

る

た

～

か

わ

ち

の

社

労

士

譚

」

を

一

挙

掲

載

。

か

わ

ち

の

社

労

士

事

務

所

を

め

ぐ

る

４６

の

「

キ

ー

ワ

ー

ド

」

を

散

り

ば

め

ま

し

た

。 

今

後

と

も

「「「「

か

わ

ち

の

タ

イ

ム

か

わ

ち

の

タ

イ

ム

か

わ

ち

の

タ

イ

ム

か

わ

ち

の

タ

イ

ム

スススス

」」」」

を

進

化

さ

せ

る

所

存

で

す

。

 
 
 

隅

か

ら

隅

ま

で

、

ず

ず

ず

い

ー

っ

と

御

願

い

奉

り

ま

す

。
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今年のテーマ 

「「「「便便便便
りりりり
」」」」が
あ
る
の
は

が
あ
る
の
は

が
あ
る
の
は

が
あ
る
の
は
無
事
無
事
無
事
無
事
のののの
知知知知
ら
せ
ら
せ
ら
せ
ら
せ
？？？？    

ようやく 
6 年生。 



▼

１２

月

初

め

、

天

満

天

神

繁

昌

亭

の

「

落

語

家

・

ピ

ン

芸

人

コ

ラ

ボ

の

会

」

に

参

加

し

、

政

治

風

刺

ネ

タ

に

爆

笑

し

ま

し

た

。

と

こ

ろ

が

、

年

末

の

Ｔ

Ｖ

番

組

で

売

れ

っ

子

コ

ン

ビ

が

堂

々

と

政

治

風

刺

漫

才

を

披

露

。

拍

手

喝

采

で

す

。

 

▼

今

号

か

ら

、

イ

ラ

ス

ト

も

オ

リ

ジ

ナ

ル

に

変

え

ま

し

た

。

作

者

は

当

事

務

所

の

年

賀

状

や

暑

中

見

舞

い

の

イ

ラ

ス

ト

も

担

当

し

て

い

ま

す

。

若

さ

の

セ

ン

ス

発

揮

を

乞

う

ご

期

待

！

 

      

「

働

き

方

改

革

国

会

」

と

安

倍

首

相

が

位

置

づ

け

て

い

る

通

常

国

会

が

始

ま

り

ま

し

た

。 

第

１

次

政

権

（

２

０

０

７

年

）

で

は

、

安

倍

首

相

が

唱

え

た

Ｗ

Ｅ

（

ホ

ワ

イ

ト

カ

ラ

ー

エ

グ

ゼ

ン

プ

シ

ョ

ン

）

が

批

判

を

受

け

、

労

働

基

準

法

改

正

法

案

を

出

せ

ま

せ

ん

で

し

た

。

 

Ｗ

Ｅ

を

手

直

し

し

た

「

高

度

プ

ロ

フ

ェ

ッ

シ

ョ

ナ

ル

制

度

」

（

※

）

を

含

む

労

基

法

改

正

は

安

倍

首

相

の

十

年

越

し

の

悲

願

と

い

え

ま

す

。

 

た

だ

し

、

３

月

末

ま

で

は

来

年

度

予

算

案

審

議

が

優

先

さ

れ

、

「

働

き

方

改

革

法

」

成

立

は

早

く

て

も

５

月

の

見

込

み

で

、

施

行

は

１９

年

（

中

小

企

業

は

２０

年

）

以

降

に

な

り

そ

う

で

す

。 

そ

の

間

に

、

「

働

き

方

改

革

」

が

中

小

企

業

に

与

え

る

影

響

、

そ

れ

に

中

小

企

業

が

ど

う

応

え

る

か

を

考

え

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 

      「

働

き

方

改

革

」

は

労

基

法

や

労

働

契

約

法

な

ど

８

本

の

法

案

を

一

括

審

議

す

る

も

の

で

す

。 

内

容

の

異

な

る

法

案

を

「

盛

合

せ

」

に

す

る

や

り

方

は

、

安

保

関

連

法

と

同

じ

で

、

納

得

で

き

る

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

評

判

の

悪

い

「

高

プ

ロ

制

」

を

通

す

た

め

、
「

労

働

時

間

の

上

限

規

制

」

と

「

盛

合

せ

」

に

し

た

の

で

し

ょ

う

か

。 

過

労

死

防

止

法

制

定

後

に

「

電

通

事

件

」

が

起

こ

り

、

過

労

死

・

過

労

自

殺

を

招

く

長

時

間

・

過

重

労

働

は

許

さ

れ

な

い

と

い

う

社

会

的

気

運

が

盛

り

上

が

っ

て

い

ま

す

。

 

働

き

方

改

革

の

目

玉

と

さ

れ

る

「

労

働

時

間

の

上

限

規

制

」

。

そ

の

中

身

は

過

労

死

防

止

に

役

立

つ

も

の

で

し

ょ

う

か

。

 
 

（

つ

づ

く

） 

※

 

収

入

１

０

７

５

万

円

以

上

の

「

高

度

専 

門

職

」

に

つ

い

て

は

、

労

働

時

間

の

制

限

が 

な

く

な

り

、

残

業

代

も

払

わ

れ

な

い

制

度

 

●

今

年

１

月

に

８０

歳

に

な

っ

た

大

林

宣

彦

（

お

お

ば

や

し

・

の

ぶ

ひ

こ

）

監

督

が

、

４０

年

前

に

シ

ナ

リ

オ

を

描

き

上

げ

て

い

た

と

い

う

『

花

筐

』

。

大

阪

で

の

封

切

り

日

に

観

賞

し

ま

し

た

。 

 

●

太

平

洋

戦

争

の

前

夜

、

「

か

ら

つ

く

ん

ち

」

（

秋

祭

り

）

で

有

名

な

佐

賀

県

唐

津

が

舞

台

で

す

。 

一

七

才

の

「

僕

」

と

そ

の

学

友

た

ち

、

肺

結

核

で

療

養

し

て

い

る

従

姉

妹

、

そ

の

女

友

達

の

青

春

の

日

々

。

そ

こ

に

美

し

い

叔

母

が

加

わ

り

、

ち

ょ

っ

と

危

な

い

関

係

が

繰

り

広

げ

ら

れ

ま

す

。

 

 
 

            

「

映

像

の

魔

術

師

」

大

林

監

督

な

ら

で

は

の

絢

爛

豪

華

で

自

由

自

在

な

映

像

。

意

表

を

突

く

エ

ピ

ソ

ー

ド

の

連

続

。

ホ

ラ

ー

映

画

（

ド

ラ

キ

ュ

ラ

？

）

の

よ

う

な

シ

ー

ン

な

ど

遊

び

心

も

満

載

で

す

。 

百

花

繚

乱

と

も

、

「

ご

っ

た

煮

」

と

も

い

え

る

展

開

で

す

が

、

長

尺

（

１６９

分

）

を

感

じ

さ

せ

ま

せ

ん

。 

●

本

作

は

大

林

監

督

の

「

戦

争

三

部

作

」

の

末

尾

を

飾

る

作

品

で

あ

り

、

反

戦

（

厭

戦

）

が

基

調

で

す

。

 
 

 
 

し

か

し

、

単

な

る

反

戦

映

画

で

は

な

く

、

戦

争

に

青

春

を

奪

わ

れ

る

こ

と

の

虚

し

さ

を

浮

き

上

が

ら

せ

、

生

者

と

死

者

を

交

錯

さ

せ

、

生

と

死

の

問

題

を

深

く

考

え

さ

せ

る

作

品

で

す

。 

●

観

賞

後

に

、

大

林

監

督

の

舞

台

挨

拶

（

と

い

う

よ

り

ミ

ニ

講

演

）

を

聞

く

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 

 

軍

国

少

年

だ

っ

た

監

督

は

、

満

７

歳

の

時

に

敗

戦

を

迎

え

ま

し

た

。

 
 

 
 

「

戦

争

中

は

生

き

て

い

る

者

と

死

ん

だ

者

の

区

別

が

な

か

っ

た

。

生

き

て

い

て

も

希

望

が

な

く

空

虚

な

者

、

死

ん

で

は

い

る

が

人

の

心

に

生

き

て

い

る

者

。

光

と

影

の

よ 

                

う

だ

っ

た

」

と

い

う

お

話

を

聞

い

て

、

映

画

の

主

題

が

鮮

明

に

感

じ

ら

れ

ま

し

た

。 

●

大

林

監

督

は

「

が

ん

」

で

余

命

３

ヵ

月

を

宣

告

さ

れ

た

こ

と

を

公

表

し

て

い

ま

す

。

宣

告

か

ら

１

年

半

。

予

定

通

り

撮

影

を

終

え

、

無

事

に

公

開

を

迎

え

ま

し

た

。

今

作

完

成

へ

の

自

信

か

ら

「

そ

し

て

こ

の

映

画

に

宿

っ

た

力

が

ま

た

力

を

与

え

て

く

れ

る

」

と

語

り

、

衰

え

ぬ

創

作

意

欲

を

表

明

し

て

い

ま

す

。
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（４） 

編

集

後

記

 

だから映画はおもしろい  
ｖol.２６ 

『花筐 ＨＡＮＡＧＡＴＡＭＩ』 

    

（（（（2017201720172017 年）年）年）年）    

「

働

き

方

改

革

」

で 
 

中

小

企

業

 

【

第

１

回

】

 

な

ぜ

？

「

盛

合

せ

」

法

案

か 

 


